
雲
棲
株
宏
の
阿
弥
陀
経
解
釈

―
信

・
願

・
行

の
三
資
糧
を

中
心
に
し
て
―

岩

城

英

規

一

序
―

問
題

の
所

在
―

、

明
末
四
大
名
家
の

一
人
で
あ

る
雲
棲
株
宏

(
一
五
三
二
―
一
六
一
二
)

は
、
そ

の
時
代
背
景
か
ら
、
仏
教
を
中
心
と
し
つ
つ
儒
学
な

ど
幅
広
い

教
養
を
持

っ
た
知
識
人
と
し
て
、
当
時

の
仏
教
界
に
大
き
い
影
響
を
与

え
た
が
、

仏
教
者
と
し
て
の
彼
は
、
蓮
宗
第
七
祖
と
称
さ
れ
た
よ
う
に

真
摯
な

浄
土
信
仰
者
で
あ
り
、
彼
の
浄
土
観
を
示
し
た

『
阿
弥
陀
経
疏

紗
』
は
、
後

代
の
中
国
に
お
い
て
阿
弥
陀
経
解
釈
の
基
本
と
さ
れ
た
。

望
月
信

亨
博
士
は

『
中
国
浄
土
教
理
史
』
の
中

で
、

「信

・
願

・
行
」

説
が
阿

弥
陀
経
解
釈
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
す
こ
と
を
指
摘
し
て

お
り
、
本
著
に
お
い
て
、
宋
代
以
降
の
浄
土
思
想
家
及
び

阿
弥陀
経
注

釈
書
を
紹
介
す
る
部
分
で
は
、
「信

・
願

・
行
」
説
の
有
無
や

そ
れ
ぞ

(
1
)

れ
の
語

句
の
意
味

に
重
点
を
お
いて

説
明
が
な
さ

れ
て

る
。

本
稿

は
、
こ
の
望
月
博
士
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え

た
上
で
、
雲
棲
株

宏
の
阿
弥
陀
経
解
釈
に
つ
い

て
、彼

の
解
釈
の
特
徴
で
あ
る

「信
・願
・

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
―
十
―
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

行
」
説
に
焦
点
を
絞
つて

考
察
す
る
こ
と
を
中
心
に、

「信

・
願

・
行
」

説
の
淵
源
を
も
検
討
す
る
こ
と
に
よ

つ
て、
宋
代
以
降
の
中
国
仏
教
に

お
け
る
阿
弥
陀
経
解
釈
の
変
遷
を
解
明
す
る

一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

雲
棲

株
宏

、
お
け

る

「信

・
願

・
行

」

の
解
釈

雲
棲
株
宏
が
自
ら
の
浄
土
思
想
を
体
系
的

に
示
し
た
も

の
と

し

て

は
、
『
阿
弥
陀
経
疏
紗
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
宋
代

か
ら
明
代
ま

で
の
主
な
注
釈
書
を
踏
ま
え
た
上
で
、
彼
の
基
礎
学
で
あ
る
華
厳
教
学

を
縦
横
に
駆
使
し
て
、
禅
浄

一
致

・
唯
心
浄
土
の
立
場
か
ら

『
阿
弥
陀

経
』
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
後

、
中
国
に
お
い

て
は
こ
の

『

阿
弥陀
経
疏
紗
』
と
解
釈

の
標
準
と
な
つ

た
。

そ
こ
で
ま
ず
初
め

に
、
株
宏
の

「信

・
願

・
行
」
説
に
つ
い
て
、
順

に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
博
士

(
2
)

と
す
で
に
分
析
を
試
み
て
い
る
と
、
こ
こ
で
は

『
阿
弥
陀
経
疏
紗
』全
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体

か

ら
、

重
要

と
思

わ
れ

る

用
例

に

つ

い
て
検

討

す

る
。

―
分

科

か

ら
信

・
行

・
願
を

用

い

る
。
―

此
経
疏
鈔

大
文
分
三
。
初
通
序
大
意
、

二
開
章
釈
文
、
三
結
釈
呪
意
、
為
順

諸
経
序
正
流
通
三
分
、
亦
順
浄
業
信
行
願
故
。

(『
阿
弥
陀
経
疏
鈔

』
巻

一
、

卍
続

一
。
三三

、

一
六
五
左
上
)

『
て

阿

陀
経

疏
鈔

』

は
冒

頭

で

『

阿
弥陀
経

』

た
大

き

く

三

つ

に

分

け

る
が
、

こ
れ

ら

は
諸

経

の
序

分

・
正

宗

分

・
流

通

分

に
相

当
す

る

と

同
時

に
、

信

・
行

・
願

に
相

当

す

る

と

考

え

て
お

り

、

分

科

か

ら

信

・

行

・
願

を

用
い

て
い

る

。

―
信

・
願

・
行

の
定

義

(
1

)
―

前

三
非

器
、
謂
無
信

者

・
無

願
者

・
無
行
者
、
反

是
皆
器
。

信
謂

信
生
仏
不
二
。
衆

生
念

仏
、
定
得

往
生
究
竟

成
仏
故
、
如
経
所
云

『
汝

等
皆

当
信
受
我
語
』
是

也
。
願

謂
信
非
徒
信
。
如

子
憶
母
、
謄
依
向
慕
必
欲

往

生
故
、
如

経
所
云

『
応
当
発
願
生
彼
国
土
』
是
也
。
行
謂
願
非
虚
願
。
常

行

精
進
念
念

相
続
無

有
間
断
故
、
如

経

所

云

『
執

持

名

号

一
心
不
乱
』
是

也
。

此
之
三
事

号
為

資
糧

(
中
略
)
世
人
雖

行
衆
善
、
於
彼
仏
土
無
信
行
願

亦
名
非

器
、
雖

有
諸
過

、

於
彼
仏
土
有
信
行
願
亦
名
為
器
。

(巻

一
、

一
七

七
右

下
～
左
上
)

―
信

・
願

・
行

の
定

義

(
2

)
―

復
有

三
義
。
聞
説
仏
名

心
不
疑

弐
、
是

之
謂
信
、
信
已
而
執
心
起
楽
欲
、
是

之
謂
願
、
願

已
而
持

心
勤
精
進
、
是

之
謂
行
。
(
巻
三
、
二
二

一
左
下
)

こ

こ

で

は
信

・
願

・
行

の
定

義

と

そ

れ

に
相

当

す

る
阿
弥

陀

経

本

文

が
示
さ
れ
て
い
る
。
株
宏
の
解
釈
に
お
い
て
特
徴
的
な

こ
と
は
、
信

.

願

・
行
を

す
べ
て
機

の
側
が
起
こ
す
べ
き
も

の
と
し
て
捉
、

阿
弥陀

仏
が
衆
生
に
対
し
て
行
う
も

の
と
い
う
観
念
が
見
ら

れ
な
い

点

で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼

の
浄
土
思
想
が
、
親
鶯
を
中
心
と
す
る
日
本
の

浄
土
思
想
と
著
し
く
相
違
す
る
こ
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
信

・
願

・
行
の
中
で
最

も
重

要
を

も

の
、
及
び

信

・
願

・
行

の
展
開
の
順
序
に
つ
い
て
見
る
。

―
信

・
願

・
行
の
中
で
最
も
重
要
な
も

の
―

今

『
重
信
』
者
、
此
経
以
信
為
主
。
(巻
三
、
二
〇
九
左
下
)

―
信

・
願

・
行
の
順
序
―

因
信
生
願
、
因
願
起
行
。
(巻
四
、
二
四

右
下
)

株
宏
は
三
つ
の
資
糧
の
中
で
信
を
最
も
重

視
し
て
い
る
と
同
時
に
、

こ
の
例
及
び
上
述
し
た
信

・
願

・
行
の
定
義

に
関
す
る
二
例
か
ら
、
信

か
ら
願
が
起
こ
り
願
か
ら
行
が
起
こ
る
と
い
う
展
開
を
考
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
分
科
か
ら
信

・
行

・
願
を
用
い
る
と

い
う
最
初
に
挙
げ
た
例
と
の
矛
盾
が
現
れ
る
と
、
最
初
の
例
は
、
以
下

に
示
す
子
元
の
影
響
を
受
け
い
も
の
と
解
釈
ざ
れ
る
。

―
信

・
願

・
行
の
根
本
に
は
智
が
あ
る
。
―

而
諸
衆
生
修
浄
土
者
、
以
智
生
信
則
為
正
信
、
以
智
発
願
則
為
弘
願
、
以
智

起
行
則
為
妙
行
。
(巻
二
、

一
九
五
右
下
)

株
宏
は
さ
ら
に
、
信

・
願

・
行
の
前
提
と

し
て
智
慧
を
置
き
、

三
つ

の
資
糧
の
根
本
と
考
え

て
い
る
。
智
を
根
本

に
置
く
こ
の
解
釈
は
李
通

68



玄
思
想
と

の
関
係
が
考

え
ら
れ
、
検
討
す
べ
き
問
題
が
数
多
く
あ
る
の

で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
論
じ
た
い
。

最
後

に
、
阿
陀
弥
経
本
文
を
解
釈
す
る
と
き
に
こ
の
信

・
願

・
行
た

ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

―
経
文
解
釈

に
お
け
る
信

・
願

・
行

の
応
用

(1
)
―

(経
文
…
舎
利
弗
、
衆
生
聞
者
応
当
発
願
願
生
彼
国
。)

又
聞
摂
信
義
、
願
摂
行
義
。
三
事
資
糧
、
悉
備
於
此
。

聞
然
後
信
、
匪
聞
則
信
自
何
生
。
願
然
後
行
、
無
願
則
行
何
系
起
。
下
文
信

行
、
此
為
本
原
。
信
行
願
三
、
浄
土
資
糧
、
充
足
無
欠
。
(巻
三
、
二

一
八

右
上
)―

経
文
解
釈
に
お
け
る
信

・
願

・
行
の
応
用

(2
)
―

(経
文
…
聞
仏
所
説
歓
喜
信
受
作
礼
而
去
。)

三
資
糧
者
、
如
上
聞
而
信
即
信
資
、
信
而
受
即
願
資
、
受
而
去
即
行
資
也
。

(巻
四
、
二
四
四
右
上
)

以
上

の
よ
う
に
株
宏
は
、
信

に
よ
つ
て
願
が
起
こ
り
、
願
に
よ
つ

て

行
が
起

こ
る
と
い
う
連
鎖
的
図
式
を
考
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三

株

宏

の
解

釈

の
淵

源

株
宏
が
唱
え
る
信

・
願

・
行
の
三
資
糧
と
い
う
概
念
は
、
彼
の
独
創

で
は
な

く
先
人
の
思
想
を
少
し
ず

つ
発
展
さ
せ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
宋
代
以
降
の
阿
陀
弥
経
注
釈
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
株
宏
の

解
釈
の
淵
源
を
探
つ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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株
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弥
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経
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(岩

城
)

三

・
一
、
元
照
ま
で
―
願

・
行

宋
代
の
律
師
で
あ
る
霊
芝
元
照
は
、
浄
土
教
に
関
し
つ
も
幾
つ
か
の

著
作
を
残
し
た
が
、
そ
の
中
の

『
阿
陀
弥
経
義
疏
』
に
は
三
資
糧
の
前

段
階
と
考
え
ら
れ
る
説
明
が
見
ら
れ
る
。
元
照
に
お
い
て
は
、
信
・願
・

行
と
い
う
三
つ
の
も
の
は
す
で
に
現
れ
て
い
る
が
、

信
と
願
行
と
を
統

合
し
て
三
資
糧
と
す
る
段
階
に
は
ま
だ
至
つ

て
い
な
い
。
願
と
行
と
を

一
組
と
す
る
注
釈
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
元
代

の
天
台
僧
で
あ
る
湛
然
性

澄
も
元
照
と
同
様
な
解
釈
を
し
て
い
る
。

株
宏
は
先
人
の
解
釈
を
総
括
し
て
、

次
の
よ
う
に
と
べ
て
い
る
。

今
明
此
経
古
有
多
解
、
有
謂
信
願
為
宗
、
有
謂
超
過
三
界
二
種
清
浄
為
宗
、

令
諸
衆
生
得
不
退
転
為
趣
。

信
願
為
宗
者
諸
解
多
同
、
以
経
中
屡
言

「若
有
信
者
応
当
発
願
生
彼
国
土
」

故
。
(『阿
弥
陀
経
疏
鈔
』
巻

一
、
一
七
九
右
下
)

株
宏

の
述
べ
る
先
人
が
具
体
的
に
誰
を
指
す

の
か
は
明
ら
か
で
い
、

が
、
以
上
の
二
例
に
よ
る
と
先
人
の
解
釈
に
は
、
経
典
の
主
旨
を
信

・

願
と
す
る
も
の
と
、
願

・
行
と
す
る
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
こ

と
がわ

か
る
。
こ
の
両
者
は
願
を
共
通

の
も
の
と
し
て
い
る
た
め
、

願
を
媒
介

と
し
て
、
信

・
願

・
行
の
三
つ
を
浄
土
の
三
資
糧
に
確
定
し
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
た
初
め

て
提
示
し
た
の
が
、

次
に
と
べ
る
子

元
で
あ
る
。

三

・
二
、
子
元

・
普
度
―
信

・
行

・
願

白
蓮
宗
を
興
し
た
南
宋
の
子
元
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
著
作

は
な
い
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が
さ
弟
子
の
普
度
が
著
し
た

『
蓮
宗
寳
鑑
』
は
子
元
の
遣
著
に
基
づ
て

て
白
蓮

宗
の
教
義
た
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見

る

こ
と
に

よ

り
、
子
元
の
主
張
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き

る
。
『蓮
宗
寳
鑑
』
は
全

十
篇
か
ら
成
る
が
、
そ
の
項
目
と
し
て

「念
仏
正
信
説
」
・
「念
仏
正
行

説
」
・
「念
仏
正
願
説
」
を
こ
の
順
序
で
立
て
て
お
り
、
信

・
行

・
願
を

同
列
に
扱

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
子
元
が
考
て
た
三
つ
の
資
糧

と
は
さ
浄
土
往
生
の
法
と
し
て
信

・
行

・
願
が
あ
り
と
正
信
を
起
こ
し

正
行
を
修
し
、
正
願
に
よ
っ
て
そ
の
行
を
導
く
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

結
論
―

「
信

・
願

・
行
」

説

の
展
開

の
系

譜
―

「信

・
願

・
行
」
説
は
、
雲
棲
株
宏
の
て
陀
阿
経
注
釈

の
中

で
大
き

な
位
置
を
占
め
、
従
来
そ
の
解
釈
は
彼

の
独
創
に
よ
る
も
の
と
見
い
め

れ
て
き

た
。
し
か
し
こ
の

「信

・
願

・
行
」
説
が
、

子
元
が
そ
の
著
に

お
い
て
著
し
た
の
が
始
め
で
あ
る
こ
と
は
、
望
月
信
亨
博
士
に
よ

つ
て

す
で
に
指
摘
め
れ
て
い
る
。
(
4
)

こ
の
子
元
の
解
釈
の
淵
源
を
探
り
、
下
つ

て
は
株

宏
の
解
釈
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
が
、

上
と
の
引
用
及
び
そ
の
検
討
に
よ
り
、
解
明

へ
の
端
緒
と
開
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、

阿
陀
弥
経
注
釈
に
お
け
る

「信
・願
・

行
」
説

の
展
開
の
系
譜
を
提
示
し
た
い
。

「信
・

願

・
行
」
説

の
萌
芽
は
元
照
ま
で
の
諸
師
が
提
示
し
た

「願
・

行
」
で
あ
り
、
こ
れ
に

「信
」
を
加
え
て

「信

・
願

・
行
」
を
並
立
さ

せ
が
の
が
宋
代
の
子
元
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
著

『蓮
宗
宝
鑑
』
に
お
い

て
、

念

仏

を

「
正

信

」
・
「
正

行

」
・
「
正

願

」

の
角

度

か

ら

捉

え

て

お

り

、

後

の
注

釈

の
原

型

と

い

る
。

た
だ

し

子

元

の
説

明

は
、

浄

土
あ

る

い
は

念

仏

と

い
う

一
般

は

に

お

い

て

こ

の
三

種

を
提

示

し

て

い

る

上

に
、

語

の
順

序

も

信

・
行

・
願

と

し

て

三
者

を

並
列

し

て

い

る

に
す

ぎ

な

い
。

元

か

ら

明

代

の
注

釈

書

に
は
、

基

本

的

に
元

照

の
説

を
踏

襲

し

経

典

の

主

旨

と

し

て

願

・
行

を

考

え

る
も

の

を
始

め
、

信

・
願

を
考

え

る
も

の

い

ど
諸

説

が

並

立

し

て

い
た
。

こ
れ

ら

た

統

合

し

、

子

元

が

浄

土

一
般

に

お

い

て
施

し

た

「
信

・
願

・
行

」

を

『
阿

陀

弥

経

』

の
主

旨

に
あ

て

は

た

つ
解

釈

し

た

の
と

雲

棲
朱

宏

で
あ

り

、

こ

こ

に

お

い

て

「
信

・
願

・
行

」

は

思

想

的
発

展

を

遂
げ

、

「
信

・
願

・
行

」

説

と

呼

べ

る

よ
う

な

相

互

に
有

機

的

関

連

を
有

す

る

も

の
と

い

て
た

の

で
あ

る

。

雲

棲

株

宏

の
阿

弥

陀

経

注

釈

史

上

に

お
け

る

功

績

は

、

ま

め

に

こ

の
点

に
あ

る

と

考

え

ら

れ

る
。

1

望
月
信
亨

『
中
国
浄
土
教
理
史
』
第
三
十

一
～
三
十
九
章

。

2

荒
木

見
悟

『
雲
棲
株
宏

の
研
究
』
一

三

・
一
四
四
―

一
四
六
頁
。

3

『
観
無
量

寿
仏
経
義
疏
』

に
お
い
て
、
上
品
上
生
が
備
え

る
も

の

と

し

て
五
種

を
示
し
て
お
り
、
そ

の
中
に
信

・
願

・
行
も
含

ま
れ

て

い
る
。

第
十

四
上
輩
有

五
。

一
、
発
菩
提
心
、
大
乗

心
也
。

二
、
解
第

一
義

、
大

乗
解
也
。

三
、
修
行

諸
行

、
大
乗
行
也
。

四
、
深
信
因
果
、
大
乗

信
也
。

五
、
廻
向
往
生
、

大
乗
願

也
。
如
此

五
法
、
上

三
品
中
出
没
互

見
、
上
品

上
生
具
五
。
経
明

三
心
三
行
是

也
。

(巻
下
、
大
三
七
―

二
九
九
下
)
。

4

望
月
信
亨

『
中

国
浄
土
教

理
史
』
第

三
十

一
章
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

雲
棲
朱

宏

『
阿
弥
陀
経
』
、
「
信

・
願

・
行
」
説

(東
方
研
究
会
専
任

研
究
員
)
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